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インターバンクの声 （2015 年 7 月 29 日） 
 

先週末、６月の米新築住宅販売件数が市場予想を大きく下回ったが、昨晩の

５月Ｓ＆Ｐ/ケース・シラー住宅価格指数も市場予想を下回り、ひと頃に比べ

ると米国の住宅関連周辺経済の伸びが鈍化しているような気がする。もっと

も、昨晩は懸念されていた中国株の急落が中国当局の株価下支え策を維持す

るとの表明に下げ幅が縮小したことで、リスク回避の姿勢が緩んだことが市

場参加者にとっての安心感に繋がっていたようだ。先週のはじめから６００

ドル超も下落していたニューヨーク・ダウもようやく２００ドル近く上昇し

て引けており、おそらくこの水準近くで連邦公開市場委員会（FOMC）の声明

発表を待つことになりそうだ。ドルも対円で１２３円台中盤、対ユーロも 1.10

ドル台と過去2週間の相場の平均的なレベルでFOMCを迎えることになりそう

で、FOMCの結果次第で上下どちらにも対応が取り易そうだ。９月の利上げ開

始が確認出来なければ、市場は再び落胆するようなことにもなりそうだが、

ギリシャ問題や中国経済問題はいつでも火が吹きそうな状況に変わりはなく、

８月も素直に夏休み相場に突入とは行かないだろう。 
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